
利用研究員である森治 ･和田久氏らとともに足沢および

克滋が参加した｡

昭和49iFLRより向う10ヶ年問の青森営林局下北地域施

業計画区,節2次地域施菜計画の策定に当って,下北半

島のニホソザル生息地 (研究林予定地)が含むべき施策

要件について意見を求められ,数次にのぼる参考意見の

具申と調淡がおこなわれた｡

下北研究林地域のニホソザルとその生息地の森林の保

全のための逃出的条件を把垣するため,森林経営学 ･森

林生態･17:･盟艮抗生腿学の協同作業として,下記のよう

な内容の払拭調査を本年度から開始した｡

下北半伽 こおける森林施業がブナ ･ヒ,:林生態系に及

ぼす膨掛 こ関する研究

1. 萩林地菜とブナ ･ヒ/:林の動態分析

四手非綱英 ･捉 利夫 ･森田 学

荻野和彦 (以上,京大 ･放)

ここでは,森林施菜とりわけ択伐施菜の対象となっ

たブナ ･ヒ','林の動態を生態学的 ･経営学的に考祭す

る｡このためいくつかの林分において,①施業前 ･施

:B級の,林分桝班の変化を分析し,比校枚討するとと

もに,⑳過去における他罪内容について,技術史的見

地から9fJ･劣ちな加え,現在の林分鵬迄などのように規定

しているかな明らかにする｡

2. 試林旭光とニホソザルの生活維持

311' 滋 ･和田一雄 ･杉山串丸

足沢Iri成 (以上,霊長研)

ニホソザルの行動田金城にわたり,それぞれの群れ

の出LT;･梯-Jtな分析し.森林施業にともなうブナ ･ヒ,:

林の桝氾7変化のもとで,ニホソザルの生活がどのよう

な比;昏なうけ るかな, ① 個体群動tLB.との関連に おい

て,②吐7.7;･封塊としての林分などのJ:うに利用するか

などの点な.柑 こ明らかにする｡

(川村俊蔵 ･加滋)

大 学 院 学 生

昭和48年度における京都大学大学院理学研究科動物学

専攻霊長析学分科の学生,指串教官および研究テーマは

つぎのとお りである｡

氏名 学年 指導教官 研 究 テ J マ

波辺邦夫 M2 川村俊硫 ニホソザル個体間の反銃関

係と介入行動一福井県だ'石浜

町苛海A群について

佐瀬 俊 M2 河合雅雄 ニホソザル自然群のオスの

生活史一特にオスどうしの

結びつきに焦点を合わせて

雫石邦義 Ml 川村政攻 究中国山地における哺乳抗

の分布と保誰 (川村俊放 ･

和泉剛と光岡)

菅原和孝 Ml 河合雅雄 ニホソザル自然抑 こおける

個体関係より見たオスザル

の周辺化の過程の解析一特

に態度の閃Efiを小山として

松村道- Ml 久保田耽 盟長現の随意迎動の制御に

おけるシナプス扱f+枠の解析

所 内 談 話 会

昭和48年度には所内談話会が5回開催された｡以下に

その概要を記す.

節1回 1973年5月9日(水)

｢イン ド霊長煩調査隊帰国報告｣

杉山串九 ･和 田一雄 ･小山砥粉

1972年8月から1973年2月までの約6ケ月間,訳者ら

はイソ ド各地で狭舟猿抗の社会生態学的および動物地理

学的な研究を行なったのであるが,その研究の枕班がス

ライドを使用して発衷されたO杉山及び和四は主として

標高 2,00Omのクマオソヒマラヤ山麓のツムラか (1,eIに

ハヌマソラソクールとアカゲザルの調充を行ない.小川
はイソ ド中西部のマカク践2校 (アカゲザルとポソネッ

トザル)の分布の調査を行なった｡

節2回 1973年10月1日(月)

｢動物お よび人 間の性行動｣

朝 一山 新 - (日*性独習協会)

訳者は,大阪市立大学名誉教授であり,日本性教育協

会常務理郎であるが,"日本のキソゼー"と呼ばれている

ように,性の研究に関して深い洞察限な持った発生学新

である｡動物と人間のちがいな,性行動という視点から

お話いただいたのであるが,特にヒトに近いサルの研兜

をしている当研究所には,以前から強い関心を持ってお

られたとのことである.なお同時に上映された映画のタ

イトルを下記に掲げておく｡

1. Ànimalcomposite'(キソゼー研究所)

2. Èndofterm'(キソゼ-研究所)

3. S̀amlag'(スウェーデソ性教育協会)

4. P̀remiersjoursdelavie'(フラソス)

節3回 1973年12月6日(木)

｢精子形成の kinetics- 午,ミンクからサル

へ｣

･千 葉 敏 郎

ー 20-


